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最
日
新
日
数
娠
…
雛
．
目
許
…
‖
晶
．
巌
日
日
整
駒
・
…
．
曜

一
〇
月
一
八
日
～
〓
月
七
日

一
一
月
一
日
か
ら
二
月
七
日
は
、
”
文
化

財
保
護
強
調
週
間
“
で
す
。

練
馬
区
で
は
、
「
最
新
発
掘
出
土
品
展
」
と

題
し
て
、
最
近
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物

と
寄
贈
品
計
九
三
点
を
公
開
し
ま
す
。
展
示
資

料
が
出
土
し
た
遺
跡
は
、
大
泉
町
二
丁
目
に
位

置
す
る
八
ケ
谷
戸
遺
跡
、
東
大
泉
七
丁
目
の
大

泉
井
頑
遺
跡
、
関
町
北
四
丁
目
の
川
北
遺
跡
、

小
竹
町
二
丁
目
の
小
竹
町
二
丁
目
遺
跡
で
す
。

八
ケ
谷
戸
遺
跡
で
は
、
第
二
次
調
査
で
出
土

し
た
縄
文
中
期
の
土
器
を
、
大
泉
井
頑
追
跡
で

は
第
五
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
中
期
と
後
期

の
土
器
、
川
北
遺
跡
で
は
区
内
で
は
珍
し
い
縄

文
中
期
の
土
器
と
江
戸
時
代
の
陥
穴
の
写
真
、

小
竹
町
二
丁
目
遺
跡
で
は
江
戸
時
代
以
降
の
お

も
ち
ゃ
や
陶
磁
器
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
か
ユ
て
練
馬
区
に
住
ん
で
い
た
考
古

研
究
家
の
故
高
野
進
芳
氏
が
収
集
し
、
区
に
寄

贈
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
石
器
、
大
型
の
石
皿
や

打
製
石
斧
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

八
ケ
谷
戸
遺
跡
で
は
二
〇
軒
以
上
の
縄
文
中

期
の
竪
穴
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
、
展
示
遺
物
の

ほ
と
ん
ど
は
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
区
内
で
は
じ
め
て
出
土
し
た
縄
文

時
代
の
土
で
つ
く
っ
た
耳
栓
（
耳
飾
り
）
も
展

示
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
縄
文
土
器
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
コ

ー
ナ
ー
や
展
示
解
説
会
を
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
展
示
解
説
会
（
各
約
三
〇
分
）

一
〇
月
一
九
日
（
日
）
午
後
一
時

一
〇
月
二
三
日
（
木
）
午
後
二
時

二
月
三
日
（
文
化
の
日
）
午
後
一
時

★
問
い
合
わ
せ
先

練
馬
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

三
九
九
三
－
二
　
二
内
線
七
一
四
一

★
開
催
期
間

一
〇
月
一
八
日
（
土
）
～

二
月
七
日
（
金
）
　
〔
休
館
日
、
毎
月
曜
、

一
〇
月
二
四
日
、
一
一
月
四
日
〕

★
開
催
場
所
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

耳栓（八ケ谷戸遺跡・大泉井頭遺跡）

経文土器レ八ケ谷戸遺跡・大泉井頭遺跡）　　　縄文時代石皿塙野進芳氏寄贈謡
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練
馬
区
の
遺
跡
　
①
白
子
l■

■

ノ

流
域
の
遺
跡

練
馬
区
は
武
蔵
野
台
地
北
西
部
に
位
置
し
、

白
子
川
、
石
神
井
川
、
中
新
井
川
が
流
れ
て
い

る
。
白
子
川
沿
い
の
遺
跡
は
旧
石
器
時
代
か
ら

近
世
ま
で
三
四
箇
所
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
多
く
は
台
地
縁
辺
に
位
置
す
る
が
、
近
年
、

川
の
氾
濫
原
で
あ
る
低
地
で
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
も
多
大
の
成
果
が
お
さ
め
ら
れ
た
。
特

に
、
外
か
く
環
状
自
動
車
道
建
設
な
ど
の
開
発

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

低
湿
地
遺
跡
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。

上
流
域
は
今
で
も
湧
き
水
が
あ
り
、
こ
の
周

辺
の
台
地
縁
辺
に
遺
跡
が
分
布
す
る
。
大
泉
井

頑
遺
跡
（
恥
2
3
）
は
東
大
泉
七
丁
目
に
あ
り
、

縄
文
中
期
か
ら
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
調
査
さ

れ
た
。
多
数
の
縄
文
土
器
や
石
器
の
内
、
戯
形

の
耳
栓
（
耳
飾
り
）
や
重
さ
が
〓
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
る
大
型
の
石
棒
（
男
根
を
模
し
た
も
の

と
い
わ
れ
る
）
が
熟
を
受
け
赤
く
な
っ
て
割
れ

た
状
態
で
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
例
は
珍
し
い
。

大
泉
中
島
遺
跡
（
恥
1
5
7
）
は
西
か
ら
の

流
れ
と
南
か
ら
の
流
れ
が
合
流
す
る
低
位
段
丘

面
に
あ
り
、
大
泉
学
園
町
二
丁
目
に
所
在
す
る
。

縄
文
後
期
初
頭
の
竪
穴
住
居
跡
と
、
旧
石
器
時

代
の
料
理
を
し
た
跡
で
あ
ろ
う
礫
群
が
調
査
さ

れ
て
い
る
。

弁
天
弛
低
湿
地
遺
跡
（
恥
1
4
8
）
は
東
大

泉
三
丁
目
の
川
の
氾
濫
原
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、

縄
文
時
代
後
期
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
竹
カ

ゴ
が
貯
蔵
用
の
穴
の
中
か
ら
出
土
し
た
。

低
地
部
か
ら
河
岸
段
丘
面
に
位
置
す
る
遺
跡

で
は
、
愛
宕
下
遺
跡
（
恥
1
5
0
）
、
外
か
ん

道
路
関
連
遺
跡
（
恥
1
0
）
の
ひ
と
つ
に
丸
山

東
遺
跡
が
あ
る
。
愛
宕
下
遺
跡
で
は
、
縄
文
時

代
の
木
製
品
や
前
期
（
五
〇
〇
〇
年
前
）
の
竪

穴
住
居
址
が
発
掘
さ
れ
た
。
丸
山
東
通
跡
で
は

弥
生
～
古
墳
時
代
の
農
耕
具
な
ど
の
木
製
品
の

他
、
弥
生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
群
と
古
墳
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
な
ど
の
遺
構
、
遺
物
が
多
数
検

出
さ
れ
た
。
特
に
、
方
形
周
溝
墓
の
埋
葬
部
分

（
主
体
部
）
か
ら
鉄
剣
や
ガ
ラ
ス
玉
が
出
土
し

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
有
力
者
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
注
目
さ
れ
る
。

丸
山
東
遺
跡
対
岸
の
台
地
縁
辺
、
大
泉
町
二

丁
目
に
比
丘
尼
橋
遺
跡
（
恥
6
）
、
八
ケ
谷
戸

遺
跡
（
恥
2
2
）
が
あ
り
、
縄
文
中
期
の
竪
穴

住
居
跡
や
礫
群
が
発
掘
さ
れ
た
。
前
者
で
は
旧

石
器
時
代
の
水
晶
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
、
ロ

ー
ム
層
か
ら
出
土
し
た
。
後
者
は
縄
文
中
期
の

住
居
跡
が
二
〇
軒
以
上
重
な
り
あ
っ
て
検
出
さ

れ
た
。
中
期
の
土
器
や
石
器
の
他
に
、
縄
文
時

代
初
頭
の
黒
曜
石
製
石
槍
や
、
大
泉
井
頑
遺
跡

と
同
じ
形
の
耳
栓
が
出
土
し
た
。
　
現
在
で
も

湧
き
水
が
あ
る
清
水
山
憩
い
の
森
の
崖
上
に
縄

文
早
期
（
六
〇
〇
〇
年
前
）
の
竪
穴
住
居
跡
が

発
見
さ
れ
た
。
大
泉
町
一
丁
目
に
所
在
す
る
稲

荷
山
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
特
徴
的
な
底
が

丸
い
形
を
し
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、

穴
の
中
で
火
を
炊
い
た
跡
（
炉
穴
）
が
検
出
さ

れ
た
。

外かん道路関連遺跡　段梯子出土状態（左）・方形周溝墓群（中）
経文時代石器・石製品（右上）、弥生土器（右中）、農耕具などの木製品耶
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練
馬
区
指
定
文
化
財
紹
介

御
　
府
　
内
　
井
　
村
　
方
　
旧
　
記

平
和
台
に
お
住
ま
い
の
内
田
岩
松
氏
の
お
宅

に
、
『
天
正
十
八
年
　
御
入
国
ヨ
リ
御
府
内
井

村
方
旧
記
』
と
い
う
古
文
書
が
伝
存
し
て
い
ま

す
。
こ
の
　
『
旧
記
』
は
、
天
正
一
八
年
（
一

五
九
〇
）
の
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
か
ら
文
化

一
三
年
（
一
八
一
六
）
ま
で
の
下
練
馬
村
、
江

戸
府
内
の
出
来
事
な
ど
を
聞
き
書
き
や
実
録
で

記
し
た
年
代
記
で
、
平
成
八
年
二
月
に
練
馬
区

指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

内
田
家
は
江
戸
時
代
に
は
下
練
馬
村
の
村
役

人
で
あ
る
組
頭
を
勤
め
た
家
柄
で
、
表
紙
に

「
道
寿
、
書
き
留
め
置
く
口
□
口
、
引
き
続
き

畦
歩
、
留
め
置
く
者
也
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
『
旧
記
』
の
執
筆
者
は
、
内
田
家
の
敷

善
（
号
は
道
寿
、
一
六
九
六
～
一
七
八
七
）
と

そ
の
養
子
の
丈
右
衛
門
（
号
は
畦
歩
、
一
七
三

六
～
一
八
一
七
）
　
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

敷
善
の
晩
年
の
一
八
世
紀
後
半
か
ら
書
き
始
め

ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
敷
善
の
死
後
も
丈
右
衛

門
に
よ
っ
て
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
ま
で

書
き
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
練
馬
村
は
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
直
後

に
家
康
の
直
割
領
に
な
り
、
そ
の
代
官
は
板
倉

勝
重
で
し
た
。
も
と
も
と
信
濃
国
筑
摩
郡
内
田

村
の
出
身
で
甲
斐
武
田
家
の
遺
臣
で
あ
っ
た
内

田
家
が
、
板
倉
家
の
家
臣
と
な
り
下
練
馬
村
中

原
（
現
在
の
早
宮
二
丁
目
の
一
部
）
の
陣
屋
を

預
か
り
下
練
馬
村
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
『
旧
記
』
は
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

板
倉
家
が
後
に
京
都
所
司
代
に
赴
任
し
た
際
、

兄
の
内
田
隼
人
は
板
倉
家
と
と
も
に
上
京
し
、

弟
の
孫
右
衛
門
が
下
練
馬
村
の
内
田
家
を
継
い

だ
こ
と
も
『
旧
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
一
〇
年
（
一
八
三
一
）
頃
か
ら
内
田
家

は
庭
瀬
藩
主
板
倉
勝
資
（
勝
重
の
子
孫
）
に
臣

下
の
礼
を
と
っ
て
い
る
記
事
も
あ
り
、
内
田
家

と
板
倉
家
の
つ
な
が
り
の
深
さ
が
窺
わ
れ
ま
す
。

こ
の
『
旧
記
』
の
記
述
に
従
え
ば
、
兵
農
分

離
の
過
程
で
、
板
倉
家
に
従
い
京
へ
行
き
武
士

に
な
る
者
が
一
族
の
中
に
い
る
一
方
、
『
旧

記
』
を
持
つ
内
田
家
は
下
練
馬
村
に
土
着
し
村

役
人
層
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
着
後
、

内
田
家
が
縁
組
を
通
じ
て
、
地
元
の
有
力
者
と

関
係
を
持
っ
て
行
く
様
子
も
『
旧
記
』
か
ら
窺

わ
れ
ま
す
。

『
旧
記
』
は
、
下
練
馬
村
の
出
来
事
に
つ
い

て
興
味
深
い
事
実
を
記
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
か
ら
延
宝
元
年

（
一
六
七
三
）
　
に
か
け
て
村
民
二
五
〇
人
が
名

主
の
不
正
を
代
官
に
訴
え
出
た
事
件
が
あ
っ
た

こ
と
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
村
方
騒
動

が
起
こ
り
名
主
ら
が
訴
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
　
の
く
だ

り
に
「
護
国
寺
建
つ
、
館
林
様
御
殿
、
当
村
に

之
有
り
侯
を
引
き
移
し
建
つ
」
と
い
う
記
事
が

み
ら
れ
ま
す
。
館
林
様
と
は
五
代
将
軍
徳
川
綱

吉
の
こ
と
で
、
下
練
馬
村
に
あ
っ
た
綱
吉
の
御

殿
を
護
国
寺
に
移
築
し
た
と
い
う
の
で
す
。
綱

吉
が
将
軍
に
な
る
以
前
に
下
練
馬
村
で
病
気
療

養
し
た
と
い
う
伝
説
が
区
内
に
あ
り
、
錦
二
丁

目
付
近
に
御
殿
と
い
う
地
名
も
残
っ
て
い
ま
し

た
。
綱
吉
の
御
殿
が
下
練
馬
村
に
あ
っ
た
こ
と

は
他
の
史
料
で
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
元
禄
一
〇
年
に
護
国
寺
の
本
堂
は

新
築
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
他
の
建

造
物
を
再
利
用
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で

す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
『
旧
記
』
の
執
筆

者
が
生
活
し
た
一
八
世
紀
の
頃
に
は
、
綱
吉
が

下
練
馬
村
に
御
殿
を
構
え
て
い
た
と
い
う
伝
聞

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

江
戸
府
内
な
ど
他
地
域
の
出
来
事
に
つ
い
て

も
『
旧
記
』
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。
主
に
、
大

名
家
の
廃
絶
、
著
名
寺
社
の
建
立
、
地
震
や
火

事
な
ど
災
害
、
物
価
の
騰
貴
や
下
落
、
打
毀
し

や
村
方
騒
動
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

部
分
が
聞
き
書
き
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
明
和

二
年
（
一
七
六
五
）
一
月
の
村
方
騒
動
の
と
き

に
は
、
敷
善
は
川
越
ま
で
息
子
の
耕
を
差
し
遣

わ
し
て
い
ま
す
。
村
政
に
携
わ
る
立
場
か
ら
他

地
域
の
村
方
騒
動
と
は
い
え
、
他
人
ご
と
と
思

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
田
家
の
『
旧
記
』
に
は
作
成
理
由
を
記
し

た
奥
付
な
ど
が
な
く
、
成
立
事
情
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
他
地
域
に
も
『
旧

記
』
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
変
動
が
激
し
い
社

会
の
な
か
で
自
家
の
歴
史
的
位
置
を
確
認
す
る

作
業
と
し
て
『
旧
記
』
が
作
成
さ
れ
た
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
内
田
家
の
『
旧
記
』
は
、
内

田
家
の
出
自
と
下
練
馬
村
へ
の
土
着
化
の
過
程

か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、
内
田
家
が
板
倉
家
と
関

係
を
復
宿
さ
せ
る
あ
た
り
で
筆
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
『
旧
記
』
は
、
内
田
家
の
歴
史
が
始
め

と
終
わ
り
に
記
述
さ
れ
、
そ
の
間
の
部
分
に
村

や
周
辺
地
域
の
出
来
事
が
記
さ
れ
る
と
い
う
構

成
を
と
っ
て
い
ま
す
。
変
動
す
る
社
会
の
中
で

内
田
家
の
位
置
を
歴
史
的
に
確
認
し
た
い
と
い

う
意
識
が
執
筆
者
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
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一
一
月
一
日
か
ら
七
日
は

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

昭
和
二
四
年
一
月
、
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
に

よ
り
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
に
描
か
れ
て
い

た
壁
画
が
灰
塵
に
帰
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を

契
機
と
し
て
、
翌
年
に
は
文
化
財
保
護
法
が
成

立
し
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
法
隆
寺
金
堂
の
修
理

が
完
了
し
た
昭
和
二
九
年
に
は
、
火
災
の
あ
っ

た
一
月
二
六
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定

め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
一
一
月
一
日
か
ら
七
日
を

「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
と
定
め
、
こ
の
週

間
を
契
機
と
し
て
国
民
の
一
人
一
人
が
国
民
の

財
産
と
し
て
文
化
財
を
愛
護
す
る
よ
う
積
極
的

に
各
種
行
事
や
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
四
年
に
は
一
一
月
三
日
の
　
「
文
化
の

日
」
を
中
心
と
し
た
同
じ
期
間
を
「
教
育
・
文

化
週
間
」
と
定
め
、
わ
が
国
の
教
育
お
よ
び
文

化
に
関
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
そ

の
充
実
振
興
に
資
す
る
た
め
、
各
種
行
事
を
集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
「
文
化

財
保
護
強
調
週
間
」
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
文

化
庁
の
主
唱
に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
で
は
、
昭
和
六
一
年
に
「
練
馬
区
文

化
財
保
護
条
例
」
を
制
定
、
施
行
し
、
今
ま
で

に
二
二
件
の
文
化
財
を
登
録
、
内
二
三
件
を

指
定
文
化
財
と
し
て
い
ま
す
。
指
定
、
登
録
文

化
財
の
他
、
路
傍
の
石
仏
な
ど
、
ね
り
ま
の
歴

史
や
民
俗
を
伝
え
る
文
化
財
が
数
多
く
現
代
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
守
り
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
は
わ
た
し
達
の
責

務
で
す
。
文
化
財
の
所
有
者
や
区
が
保
存
の
た

め
の
努
力
を
す
る
だ
け
で
は
、
た
だ
「
も
の
」

を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
祖
先
が

培
っ
て
き
た
地
域
の
文
化
財
は
、
そ
こ
に
生
活

す
る
市
民
に
、
土
地
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
心

の
潤
い
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
文
化
財
が
有
す
る
価
値
に
地
域
住
民
が
気

づ
き
、
今
の
生
活
を
文
化
的
に
向
上
さ
せ
る
よ

う
住
民
が
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
保
護

活
動
で
す
。

今
年
も
一
一
月
一
日
か
ら
七
日
に
は
全
国
各

地
で
展
示
会
や
文
化
財
愛
護
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
区
で
は
郷
土
資
料
室
で
「
最
新
発
掘
出
土

品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
区
役
所
文
化
財
係
や

郷
土
資
料
室
で
は
『
練
馬
区
の
文
化
財
あ
ん
な

い
』
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
展
示
会
の
観
覧
や
地
域
の
文
化
財
を
散

策
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
、
文
化
財

保
護
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

路
傍
の
石
造
物
の
現
況

－
文
化
財
保
護
推
進
員
の
調
査
活
動
か
ら

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
昭
和
六

三
年
に
設
置
さ
れ
た
文
化
財
保
護
推
進
員
（
現

在
一
二
名
）
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
地
域
の
文
化

財
を
巡
視
し
た
り
、
文
化
財
保
護
の
考
え
方
を

普
及
啓
発
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
八
年
度
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
路

傍
の
石
造
物
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
で
は
、
平
成
三
年
と
四
年
に
『
練
馬
の
右

造
物
　
路
傍
編
　
そ
の
一
・
そ
の
二
』
を
刊
行

し
て
い
ま
す
が
、
刊
行
時
か
ら
数
年
経
ち
町
並

み
の
変
貌
が
年
々
著
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
路
傍
の
石

造
物
に
つ
い
て
、
現
状
を
再
度
把
握
し
て
お
く

調
査
は
『
練
馬
の
石
造
物
　
路
傍
編
』
を
も

と
に
、
推
進
員
が
一
基
ず
つ
現
況
を
確
認
し
な

が
ら
写
真
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
も
と

の
所
在
地
か
ら
移
動
し
て
い
た
も
の
が
一
五
基
、

新
規
に
確
認
し
た
も
の
が
一
〇
基
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
文
化
財
保
護
な
ど

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
お

問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
資
料
と
し
て
、
文
化

財
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

今
回
ひ
と
と
お
り
調
査
を
終
え
た
も
の
の
、

区
内
に
七
〇
〇
基
近
く
あ
る
路
傍
の
右
造
物
が

た
た
ず
ま
い
を
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
は
、
常

に
あ
り
ま
す
。
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
を
残
し

て
い
く
た
め
、
ま
た
石
造
物
に
刻
ま
れ
た
歴
史

や
祖
先
の
思
い
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の

行
方
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

豊玉北4－10

中村北2－21

北町1－25

春日町3－35

貫井2－1

高校3－13

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ミ宣
文化愛護シンボルマーク

ン
で
，
過
承
た

一
蒸
し
を
継
し

タ
要
わ
財
に
徴

ク
）
バ
な
表
化
遠
象

一
定
の
要
を
文
永
を

マ
制
ら
重
ジ
、
り
神

ル
月
ひ
の
一
り
た
精

ポ
5
の
築
メ
よ
わ
護

ン
年
手
建
イ
に
に
愛

シ
1
の
本
の
と
乗
う

護
1
手
日
の
こ
兼
い

愛
和
両
、
も
る
、
と
○

化
昭
た
て
み
ね
在
く
す

文
（
げ
っ
組
重
視
い
で

ろ
よ
る
つ
、
て
の

ひ
に
あ
三
去
し
も

れた石造物＞

ll■－捌1．‥■㌧‥小

関町南3－1

貫井2－21－

＜新たに確認さ

名　　称

雪空奪孟要望針6景
水神社境内整備記念碑

地蔵　2休

廻国供養塔
庚申塔
延命地蔵
廻国供養塔

富士講砕

＜移転した石造物＞

移　転　先

豊玉中2－2－17

中村1－15
南蔵院基地

氷川台3－24－4
光伝寺

桜台の内田氏宅

北町1－38－15
北町児童遊園

春日町5－30

貫井2－1－16
関口氏宅

高松3－9－1
虚空蔵堂墓地内

光が丘6－14－8
八雲神社

庚申塔

大乗妙典供養塔
庚申塔
川流し地蔵

不動明王

道標

植樹碑

馬頭観音

地蔵
馬頭観音

題目塔
遠忌報恩碑
追善供養塔

※番号は　F練馬の石造物　路傍編』の掲載番号


